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今すぐ使える人権学習プログラム　第Ⅱ章ー②　～あなたの家庭教育支援事業に人権学習を～

　幼稚園・保育所・小学校・中学校で
家庭教育の充実をねらいとして行われ
ている、家庭教育学級の計画例です。
○　１こま全体が人権学習
　３回目「女性・子どもの人権」

（P18～22）
○　１こまの一部が人権学習　
　２回目「相手を思いやる心」（P24,25）
　４回目「障害者・高齢者の人権」

（P26,27）
　５回目「互いを尊重する心」（P23）
　６回目「子どもの人権」（P28～30）
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お母さんは、庭の草
取りをし、お父さん
は庭木の手入れをす
る。

孫の送迎は祖父が行
い、留守番は祖母が
行う。

お父さんは、祖父母
の病院への送迎をす
るが、介護はお母さ
んがする。
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○　だれでも使いやすいものや設備をデザインすることによって、人に優しいまちづく
　りを推進することは、人権を尊重することそのものです。
○　大がかりな改修などができない場合でも、だれかが困っている人を少し介助するこ
　とでだれもがいきいきと生活できるようになります。

○　バリアフリー（障害者や高齢者など特定の人の障壁をなくすこと）
から、ユニバーサルデザイン（はじめからすべての人が使いやすい
ようにデザインすること）へ発想を変えていくことが大切です。

○　こんなものがあったら、どんな人でも使いやすいというものを考え
アイデアスケッチをして、それを見せながら発表会を開くと、楽し
くバリアフリーやユニバーサルデザインへの理解が深められます。
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（例１）トイレの水道が、自動で水が出て、止まる。
　　　　トイレの洗面台の高さがいくつかあり、背の高さで選べる。
（例２）自動販売機の取り出し口が上にある。
（例３）部屋の引き戸の取っ手が、握りやすい形になっている。
（例４）入口が自動ドアで、スロープと点字ブロックがある。

１　施設内を見て、下の例を参考に「障害者にとって使いやすいように工夫されている」
　と感じるところを見つけてみましょう。

２　改修をしなくても、だれでも不便なく使えるようにするためには、どうしたらよいと
　思いますか。

バリアフリーからユニバーサルデザイン（ＵＤ）へ
　ユニバーサルデザインとは、「すべての人のためのデザイン」を意味して
います。年齢や障害の有無などにかかわらず、最初からできるだけ多くの人
が使用可能であるようにデザインすることをいいます。
　バリアフリー（障壁をなくすこと）よりも一歩進んだ考え方です。
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○　子どもを多面的に見ることの大切さに気づくことが、「子どもの理解」について考
　えるきっかけになります。
○　見方を変えることで、否定的な言葉（マイナスイメージ）も肯定的な言葉（プラス
　イメージ）としてとらえられることに気づきます。

○　色分けした後、マイナスイメージをプラスイメージに言い換える内容に、発展する
　こともできます。
○　「自分の子どものこと」を「自分のこと」としてて実施することにより、自分に対
　する見方や思いをふりかえり、自尊感情（セルフエスティーム）を育てる内容とする
　こともできます。
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１　あなたのお子さんのことを記入しましょう。
　　＊お二人以上のお子様をおもちの方は、お一人を想定して記入してください。

２　色分けして感じたこと、思ったことを記入しましょう。

３　これからどのようにお子さんのことを見ていきたいか記入しましょう。
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１　厚紙に自分自身が感じたことを書き、その厚紙を
　肩にかけます。

２　参加者一人一人が、室内を自由に移動しながら、
　各自が肩にかけている厚紙に、その人の家庭教育学
　級での活動の様子や発言などについて、メッセージ
　を書き合います。

３　ほぼ全員に書いてもらうまで、互いにあいさつや
　お礼を言いながら、室内を移動します。

４　書き終わったら、自席に戻り、自分あてに書かれ
　た参加者のメッセージを静かに読みます。

準備物： ひもを通した厚紙(図参照)…参加人数分
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【ファシリテーターの役割とは】

ティーブレイク

　参加体験型学習をより活発にし、学習の目的に近づけるためにもファシリテーター
の役割は重要になります。
【学習の目的に近づけるための３つの技術】
　　＊プロセス・デザイン

　参加者の意識を学習の目的に集中させ、お互いのベクトル（方向性）を合わ
せること。

　　＊プロセス・マネジメント
　参加者同士のコミュニケーションを円滑にし、お互いの意見や考えを引き出
すこと。

　　＊コンフリクト・マネジメント
　意見や考え、価値観の違いに目を向け、新たな解決策や気づきを引き出すこ
と。全ての参加者を、Ｗｉｎ＆Ｗｉｎの関係に導くこと。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（www.c-youme.com を参照）

Ｑ：ファシリテーションをするとき、
　　　どんなことに気をつければよいのですか。

 Ａ：　ファシリテーションは、そのファシリテーター
　　 によって十人十色でよいのです。学習のねらいを達成
　　することが目的ですから、そのプロセスや手法、雰囲気などはファシリテーター
　　の個性を生かしてよいのです。          
　　　よりスムーズなファシリテーションのためには、
　　　　１　ファシリテーター自身のオープンマインド（自己開示）
　　　　２　笑顔と受容・共感の態度
　　　　３　多様な価値観を受け入れる姿勢
　　などが求められます。

　参加者とファシリテーターに一体感が生まれ、短い時間ではあっても、一つ
の集団として目標に向かうような雰囲気になれば、学習はおのずと促進され、
ねらいの達成に近づくことができます。


